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１．国・地域別にみた総人口の特徴

 大陸別人口に匹敵する規模を持つ中国、インドをはじめ、アジアには人口大国が多い（図１）。現在、

日本の人口を上回る国は、インドネシア、パキスタン、バングラディッシュであり、今後数十年後には

フィリピン、ベトナム等も人口減少基調にある日本の人口を超え

 ヨーロッパ諸国や北アメリカでは人口増加の速度が減速する一方で、アジアの人口は当面急増が予測

されることから、世界人口の地理的分布は今日以上に偏向するとみられる（図２）。ただし、インドを例

外としてアジア諸国の人口増加は総体的に鈍化傾向にあるのに対して、アフリカの人口は今後も急速に

増加するとみられ、世界人口全体におけるアジアのシェアは徐々に低下する可能性がある。アジアのな
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